
平成23年度 特定設備事故届出状況 （遊戯施設）

番号
事   故
発生日

事故の分類 事故状況
建物
用途

被害者の
年齢層

症状 被害程度 再発防止対策の状況

1 3/25
器具などに衝
突する

コースター乗車時、安全バーをセットす
る際に安全バーで膝部を打撲した。

遊園地 20～64歳 1 膝部打撲 入院不要
従来より事故対策を講じている
（乗車時姿勢案内、注意喚起）

2 5/2 体調不良等
ウォーターシュート降車後に、乗降場上
で立ち眩みのため転倒し、水路に転落し
た。

遊園地 20～64歳 1 出血 入院不要
乗降場の端に近寄らないよう注意を払うと
ともに、特に小児や高齢者には介添えをす
るよう、スタッフ全員に周知徹底した。

3 5/2 体調不良等
コースターに乗車し、降車後気分不良を
申告した。

遊園地 20～64歳 1
頭痛・吐き

気
入院不要

従来より、乗り物の特性および利用制限事
項の案内を徹底している。

4 5/10 その他･不明
コースター乗車後、首を痛めたと申告し
た。

遊園地 20～64歳 1 頚椎捻挫 入院不要
従来より、乗車時の姿勢については案内を
実施している。

5 6/13 体調不良等
ウォーターシュート乗車中に持病の肩を
かばい無理な姿勢をとり首を痛めたと申
告

遊園地 20～64歳 1 頚椎捻挫 入院不要
従来より、乗車時の姿勢については案内を
実施している。

6 7/24
器具などに衝
突する

ウォーターシュート乗車時（サンダル着
用）に足を滑らせて右足指先を乗り物に
強打した。

遊園地 20～64歳 1 右足指先打撲 入院不要 従来より、注意喚起を実施している。

7 7/31 その他･不明
3人乗り浮輪でスライダーを滑走中に、同乗者
の足が鼻に当たり出血した。

その他 13～19歳 1 鼻血 入院不要
従業員のオペレーションの指導を徹底し
た。

8 8/2 その他･不明
2人乗り浮輪でスライダーを滑走中に転倒し、
浮輪のない状態で滑走した。

その他 13～19歳 2 肘打撲 入院不要
従業員のオペレーションの指導を徹底し
た。

9 8/4
器具などに衝
突する

ウォーターシュートで体が後ろ側に寝て
しまい、着水時に走路先端に後頭部を強
く打った。

遊園地 6～12歳 1 後頭部裂傷 入院不要
係員による注意喚起と安全監視の徹底
注意案内看板の増設

10 8/9
器具などに衝
突する

ローター乗車中に、乗り物の動作により、座席
周辺で頭を打った。（事後申告）

遊園地 20～64歳 1
後頭部打撲
頚椎捻挫

入院不要
従来より乗り物の動作については事前に告
知している。

11 8/18 その他･不明
ウォーターシュート乗車時に足を滑らせ、乗り
物内の隙間に右脚親指を挟圧した。（事後申
告）

遊園地 20～64歳 1
右脚親指骨

折
入院不要 従来より、注意喚起を実施している。

12 9/4 その他･不明
コースターに2回連続で乗車し、気分が悪く
なった。（事後申告）

遊園地 20～64歳 1 体調不良 入院不要
従来より、乗り物の特性および利用制限事
項の案内を徹底している。

13 9/18
器具などに衝
突する

コースターに乗車した子供が、減速時に安全
バーの手すり部分に口をぶつけた。

遊園地 6～12歳 1 前歯折損 入院不要
安全バー全体に保護カバー設置
子供の乗車時に口頭での注意喚起を徹底。

14 9/27 その他･不明
ウォータースライドに2名で滑走中に、滑走
チューブ内で転倒した。

遊園地 20～64歳 2
右肘および
右膝打撲

入院不要
従来より、乗り物での乗車姿勢については
案内を徹底している。（今回も発射時に姿
勢が不適切なため、注意喚起した。）

15 10/28 体調不良等
心臓疾患の既往歴がある男性が、コースターに
乗車後に気分不良となった。

遊園地 20～64歳 1
めまい、吐
き気

入院不要
従来より、乗り物の特性および利用制限事
項の案内を徹底している。

16 11/20
器具などに衝
突する

コースター降車時に座席から飛び降りたため、
背もたれ部に足を引っ掛けて転落した。

遊園地 5歳以下 1
右側頭部打
撲・裂傷

入院不要
全スタッフに対し、小さな子供が乗降する
際の注意・サポートを徹底した。

17
(H24年）

1/1 その他･不明
コースター乗車時に、安全バーをきつく装着し
たため、乗車後に疼痛で救護室で休息。後日病
院受診が判明。

遊園地 20～64歳 1 右肋骨打撲 入院不要
安全バー装着時の対応は既に徹底してお
り、これにより対策を講じることはない。
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数


